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Abstract: We investigated the long-term changes in condition factor of Ocellate puffer Takifugu rubripes 

caught in autumn in Ise and Mikawa Bay from 1995 to 2024 and the factors influencing the changes. Condition 

factor showed a significant decline, and the decline was more pronounced in larger size classes. Multiple 

regression analysis estimated that the annual changes in condition factor were related to total phosphorus 

concentration in summer and recruitment amount of Ocellate puffer. The decline in condition factor is 

suggested to be caused by the decline of the resource of prey organisms of Ocellate puffer due to the decrease 

in primary production. In recent years, a decline in condition factor has been observed at recruitment levels 

lower than past levels, suggesting that a decline in prey organisms is decreased the level of density-dependent 

effects on condition factor. 
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伊勢・三河湾は我が国を代表する閉鎖的内湾であり，

水質の改善を目的とした有機物等の流入負荷削減の施策

が取り組まれてきた結果，近年では窒素やリンといった

栄養塩類の減少が報告されている。１‐３）その結果として，

近年では栄養塩類の不足によるノリの色落ち２，４）や餌不

足によるアサリRuditapes philippinarumのへい死等５‐７）が

みられている。また，夏を中心とした基礎生産力の低下

によって，小型甲殻類やマクロベントスの資源量が減少

し，これらを餌とするシャコ Oratosquilla oratoria や

マアナゴ Conger myriaster で肥満度の低下，資源状況の

悪化がみられる。８，９）このように，湾内の栄養塩の減少

を起点とした様々な水産資源への影響が近年示唆されつ

つある。一方で，従前から貧酸素水塊が底生水産資源の

資源形成に与える影響が示唆１０，１１）されていることに加

え，近年では温暖化等に伴う水温上昇の影響も様々な水

産資源で指摘１２，１３）されており，改めて漁場環境の変化

と水産資源変動の関連について検討することが必要であ

る。 

愛知県においてトラフグ Takifugu rubripes は，伊勢・

三河湾と渥美外海（遠州灘西部）において，前者では主

に小型底びき網漁業，後者では主に小型底びき網漁業と

はえ縄漁業によって漁獲される（Fig. 1）。１４‐１６）この

うち，伊勢・三河湾での小型底びき網漁業における漁獲

の主体は，秋に漁獲加入する当歳魚であり，その漁場は

伊勢湾の全体に広がるが，主には知多半島沿岸部及び伊

勢湾中南部に形成される。１４‐１６）この海域で漁獲される
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トラフグは伊勢・三河湾系群に属し，卓越年級群が不定

期にみられ，加入尾数が 3～120 万尾と大きく変動するこ

とが特徴である。１７，１８） 

伊勢湾におけるトラフグは，シャコや小型のエビ・カ

ニ類といった小型甲殻類を中心に多毛類，魚類等を捕食

する底生生物食である。１９，２０）これら餌生物の現存量に

は経年的な減少傾向が認められているが，８，９，２１）餌料

環境の悪化によってトラフグの生理状態が資源生態へど

のように影響を与えているかは不明である。中でも肥満

度は，アサリ，シャコ，マアナゴ及びイカナゴ Ammodytes 

japonicus 等で個体の生存や再生産，資源状況と関連す

ることが示唆されており，６‐９，２２‐２４）漁獲物の品質に

影響する要素でもある。そこで本研究では，秋に伊勢・

三河湾で漁獲されたトラフグを対象に肥満度の経年変動

を明らかにし，その変動に影響を及ぼす要因を検討した。 

 

材料及び方法 

(1) 肥満度の算出 

肥満度の経年変動を調べるため，以下の市場調査，買

取調査及び漁獲調査を行い，それぞれから得られた計

3,314 個体（TL：13.3～58.0 cm，BW：59～3,980 g）の測

定を行った（Table 1）。まず，市場調査では 1996，1998，

2024 年の 9～11 月に月 1～14回行い，伊勢湾で操業する

小型底びき網漁船（地方名称：まめ板網漁業，以下同様）

によって漁獲され，豊浜の産地市場（Fig. 1）に水揚げ

された 883 個体を対象とした。買取調査では，当歳魚を

対象とし，1998～2023 年の 10～11 月に月 1～2 回，伊勢

湾で操業する小型底びき網漁船から買取した 2,242 個体

を供試した。漁獲調査は，1995～2024 年の 9～11 月に年

1～2 回実施し，伊勢湾と三河湾において小型底びき網漁

船の通常操業で用いるまめ板網漁具により採集した 189

個体を供試した。これらの供試個体について，全長（TL；

㎝）及び体重（BW；g）を測定し，以下のアロメトリー式

を当てはめ，全長−体重の関係式を推定した。 

Predicted BW = a×TLb 

ここで a，b は定数であり，MSエクセルのソルバー機能

を用いた最小二乗法によりパラメ−タを推定した。 

体重（BW）と全長−体重の関係式により求めた体重

（Predicted BW）から以下の式により各個体の相対肥満

度（Kn）２５）を算出した。 

Kn = BW /（Predicted BW） 

 

(2) 相関分析及び重回帰分析 

 肥満度の変動に及ぼす要因を検討するため，相対肥満

度の平均値（平均相対肥満度）と Table 2 に示した 10 項

目の環境要因との相関関係を検討した。各要因は 1995～

2024 年におけるデ−タの季節平均値（夏：7～9 月，秋：1

0～12 月）を標準化して解析に用いた。なお，肥満度のデ

ータは，当歳魚である全長 30 cm 以下が中心であり，そ

の変動には，当歳魚が内湾の浅海域に着底する時期から

漁獲加入するまでの期間が影響すると考えられるため，

当解析では夏と秋を対象とした。水温については，内湾

の指標として伊勢湾の中央に位置する P10 の水深 30 m，

渥美外海の指標として，黒潮流路を含む海況を反映し，

かつ伊勢湾の海況にも影響すると考えられる A10 の水深

100 m における値を使用した（Fig. 1）。貧酸素水塊の規

模は，夏の伊勢湾における溶存酸素飽和度 30 ％以下の

面積とした。全窒素（TN），全リン（TP），クロロフィル a

は，環境省広域総合水質調査結果（https://water−pub.e

nv.go.jp/water−pub/mizu−site/mizu/download/downloa

d.asp，2025 年 4 月 30 日）において伊勢湾で愛知県が実

施する測点（6，10，12，16，17，21，25，29）の平均値

を用いた（Fig. 1）。 

餌生物量の指標として，伊勢湾で操業する小型底びき

網漁業（豊浜産地市場属地データ）における魚種別漁獲

量 及 び 出 漁 隻 日 数 か ら ， シ ャ コ ， サ ル エ ビ

Trachysalambria curvirostris 等の小型クルマエビ類，

ジンドウイカ Loliolus japonica 等の小型イカ類の CPUE

（kg/隻・日）を算出した。 

トラフグの当歳魚は，秋から冬にかけて伊勢・三河湾

で操業する小型底びき網漁業の漁獲対象となり，この漁

Fig. 1 Location of the study area. Closed circles 
and triangles show the water quality was surveyed

（ https://water−pub.env.go.jp/water−pub/mizu−sit

e/mizu/download/download.asp，April 30，2025）. 
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獲物は当歳魚が多数を占めることから，１４‐１６）10～3 月

の伊勢湾の小型底びき網漁業（豊浜産地市場属地データ）

におけるトラフグの漁獲量及び出漁隻日数から CPUE（kg/

隻・日）を求め，これをトラフグ加入量の指標とした。な

お，2002 年から伊勢湾の小型底びき網漁業では，全長25 

cm 以下の再放流を 10 月末まで実施しているが，１８）10 月を

CPUE 算出期間に含めるか否かで CPUE に大きな差が見ら

れないことを確認した。また，豊浜産地市場は，県内の

小型底びき網漁業の主要水揚げ港であり銘柄区分も細か

く，かつ水揚げ漁船は伊勢湾内を操業許可区域としてい

るため，伊勢湾全体の底生生物及びトラフグ現存量を把

握する点において代表性が高いと考え，本研究における

対象市場とした。 

 これらの環境要因を説明変数，平均相対肥満度を目的

変数として，その関係を重回帰分析により検討した。変

数選択は，増減法により行い，説明変数が 3 以下で AIC

（赤池情報量基準）が最小となる組み合わせをベストモ

デルとした。また得られたベストモデルの説明変数間で

相関関係がみられないことを確認して，多重共線性の影

響がないことを確認した。解析にはフリー統計ソフト「R」

の lm 関数を使用した。なお，平均相対肥満度の算出に用

いたサンプル数が 1 個体の 1995，2002，2004，2014 年に

ついては解析から除外した。 

 

結  果 

(1) 肥満度の長期変動 

全長と体重の関係を Fig. 2 に示した。全長と体重の関

係から，以下の全長−体重の関係式が推定された。 

BW = 0.0220×TL2.9861（n = 3,314，R 2 = 0.91） 

平均相対肥満度の推移を Fig. 3 に示した。平均相対肥

満度は 0.83～1.05 の範囲で変動し，長期的に有意な低下

傾向（Mann-kendall 検定,τ = −0.32, p＜0.05）であっ

た。また，2001 年，2024 年は平均相対肥満度が 0.9 を下

回り，その他の年と比べて値が大きく低下していた。 

平均相対肥満度の推移を 10～19.9 cm，20～29.9 cm，

30 cm 以上で全長階級別に分けたものを Fig. 4 に示し

た。長期的な平均相対肥満度の推移は，いずれの全長階

級とも統計的に有意ではないが，10～19.9 cm では横ば

い（n = 162，τ = −0.003，p = 0.89），20～29.9 cm で

はやや低下傾向（n = 2,472，τ = −0.20，p = 0.20），

30 cm 以上では低下傾向（n = 681，τ = −0.43，p = 0.18）

であり，全長階級が大きいほど，平均相対肥満度の低下

傾向が大きかった。 

Table 1 Number and range of total length (TL) and 
body weight (BW) examined specimens of Takifugu 

rubripes. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Range of BW 
(g)

Range of TL 
(cm)Number of fishYear

14218.011995

3,980～8014.5～58.07141996
N.D.1997

1,100 ～120 16.5～37.53691998

500 ～6614.0～27.52241999

420 ～101 16.5～27.53962000

320 ～100 20.0～27.0202001

12117.312002
N.D.2003

29723.812004

470 ～127 17.0～29.41932005

1,235 ～114 17.5～40.04172006

1,302 ～94 16.2～40.3 2832007

299 ～189 21.5～24.3152008
N.D.2009
N.D.2010

574 ～59 13.3～31.2912011

375 ～162 17.6～33.5892012

444 ～106 16.8～27.41432013

290 25.112014

317 ～174 21.0～26.072015

428 ～173 22.0～27.0322016

700 ～183 19.5～36.0382017

610 ～119 18.0～30.01802018

N.D.2019

286 ～167 19.2～24.072020

531 ～285 24.4～28.822021

N.D.2022

442 ～91 14.6～28.3652023

1,060 ～220 23.0～41.0252024

3,980～5913.3～58.03,314total

Table 2 Correlation coefficients between average 
relative condition factor of Takifugu rubripes 

collected in Ise and Mikawa Bay from September to 

November and each explanatory variable. 

 

rPeriod Explanatory variables
0.09SummerWater temperature at Ise Bay (water depth 30 m) −0.02Autumn

−0.13SummerWater temperature at western Ensyu−Nada (water depth 100 m) −0.12
0.04July～

SeptemberArea of hypoxia (dissolved oxygen saturation below 30%) in Ise Bay 
0.21SummerTotal Nitrogen (TN) in Ise Bay −0.16Autumn
0.33SummerTotal Phosphorus (TP) in Ise Bay ＊0.42Autumn
0.26SummerChlorophyll a in Ise Bay −0.04Autumn
0.19SummerCPUE of Oratosquilla oratoria caught by small trawl in Ise Bay 0.15Autumn

−0.10SummerCPUE of small penaeid shrimp caught by small trawl in Ise Bay 0.25Autumn
0.24SummerCPUE of loliginid squids caught by small trawl in Ise Bay 0.35Autumn

−0.39October～
MarchCPUE of Takifugu rubripes caught by small trawl in Ise Bay

＊ : p < 0.05
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(2) 肥満度の変動要因 

Table 2 に平均相対肥満度と各説明変数との単相関係

数を示した。夏及び秋の水温は，伊勢湾，渥美外海とも

に平均相対肥満度との相関関係はみられなかった（r = 

−0.13～0.09，p = 0.56～0.92）。貧酸素水塊の規模と平

均相対肥満度に相関関係はみられなかった（r = 0.04，

p = 0.86）。TN，TP は，秋の TN（r = −0.16，p = 0.46）

を除いて正の相関（r = 0.21～0.42，p = 0.04～0.35）

であった。クロロフィル a は，夏に正の相関（r = 0.26，

p = 0.21）がみられた。餌生物量の指標である CPUE は，

シャコでは相関関係はみられず（r = 0.15～0.19，p = 

0.12～0.43），小型クルマエビ類では秋で正の相関（r = 

0.25，p = 0.23），小型イカ類では夏と秋で正の相関（r 

= 0.24～0.35，p = 0.25～0.09）を示した。トラフグ加
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移を Fig. 5 に示した。平均相対肥満度の推定値と実測値

を比較すると 2010 年代の変動がやや異なるものの，1999
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考  察 

伊勢湾のトラフグ当歳魚の食性では，9月にはシャコ，

巻貝類や魚類，２０）11～3 月にはカニ類，魚類，多毛類，

エビ類，シャコ類，イカ類を摂餌１９）していることが報告

されており，本海域のトラフグにとって，小型甲殻類や

底生魚類等のベントス類が重要な餌生物と考えられる。 

伊勢・三河湾において，トラフグの餌生物として重要

であるとともに小型底びき網漁業の重要な漁獲対象であ

るシャコ，サルエビ等の小型クルマエビ類の CPUE は，

2000 年頃から減少傾向が続いている。８，２１）また，トラ

フグやシャコ，マアナゴの餌生物として重要なフタホシ

イシガニ Charybdis bimaculata やケブカエンコウガニ

Carcinoplax vestita 等の小型カニ類も減少しており，９）

伊勢・三河湾におけるトラフグの餌料環境は徐々に悪化

していると推測される。曽根ら（2022a，2022b）８，９）は，

伊勢・三河湾全域の生産性が低下しているなかで，特に

夏の伊勢湾南部における基礎生産の低下がシャコとマア

ナゴの餌料環境の悪化と関連しており，それによって両

種の肥満度が長期的に低下した可能性を指摘している。

本研究においてトラフグの平均相対肥満度を目的変数と

した重回帰分析では，説明変数として夏季の TP が選択さ

れ，標準化偏回帰係数は正の値であった。つまり，海域

 

Fig. 3 Annual change in the relative condition 
factor (Kn) of Takifugu rubripes collected in 

Ise and Mikawa Bay from 1995 to 2023. The τ and 

p-value in the figure show the result of the 

Mann-Kendall test. The broken line represents 

the regression line. 
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Fig. 2 Relationship between total length （TL） and 

body weight （BW） of Takifugu rubripes collected 

in Ise and Mikawa Bay from September to November 

between 1995 and 2024. 
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の TP が低下することで，トラフグの平均相対肥満度が低

下することを意味する。伊勢湾の TP は，長期的に減少傾

向が続いており，2015 年以降にはほとんどの海域で，環

境基準のⅡ類型基準値（TP＜0.03 mg/L）を下回っている。

２）また，三河湾についても同様に TP が長期的に減少して

いることが報告されている。１，３）伊勢湾，三河湾ともに

基本的にはリン制限であることから，２，３）TP の減少は基

礎生産の低下を反映していると考えられる。以上のこと

から，トラフグにおいても栄養塩類の低下にみられる夏

季を中心とした基礎生産の低下が，肥満度の長期的な低

下に関与していることが示唆される。加えて，トラフグ

の平均相対肥満度は，シャコ CPUE，小型クルマエビ類

CPUE，小型イカ類 CPUE ともに概ね正の相関関係がみられ

（Table 2），これら餌生物の多寡がトラフグの肥満度に

影響を及ぼしていると推測される。トラフグは，生息環

境に豊富な生物を選択的に摂餌していると考えられてお

り，１９）重回帰分析では，単一の餌生物 CPUE は説明変数

として選択されず，それら餌生物量の増減に関連してい

る栄養塩がより重要な変数として選択されたと考えられ

る。なお，説明変数の項目間及び季節間の相関関係をみ

ると，夏の TP と餌生物 CPUE の相関係数は概ね正の値で

あり，餌生物の資源量と栄養塩環境に関連があることも

考えられた（Appendix）。 

 本研究において平均相対肥満度の長期的な変動をサイ

ズ別で検討した結果，全長 20 cm 未満では横ばいであっ

たが，20cm 以上では低下傾向であり，その傾向はより大

型の 30 cm 以上で顕著であった（Fig. 4）。基礎生産の低

下に伴い餌料環境が悪化している状況において，餌生物

との遭遇頻度に体サイズで差がないと仮定すると，餌の

要求量は成長に伴い増加するため，２６）大型の個体ほど必

要な摂餌量と実際の摂餌量の差の分だけ肥満度が低下す

ると考えられる。また，サイズによる肥満度の変動傾向

の違いは，トラフグの肥満度の長期的な低下傾向が餌料

環境の悪化によるものであることを支持しているとも考

えられる。特に肥満度の低下が著しい全長 30 cm以上は，

1歳以上と推測され，当歳の冬以降に渥美外海へ移動し，

再び内湾へ来遊している個体も含まれると推測される。

外海域の餌料環境は内湾よりも相対的に悪い可能性が指

摘されており，２７）1 歳以上では，外海の厳しい餌料環境

の影響も受けていると考えられる。一方で，サイズによ

る食性の違いに起因する可能性も考えられるが，本研究

で取り扱った全長 10～40 cmの間での食性の変化につい

 

Fig. 4 Annual change in the relative condition 

factor (Kn) by total length (TL) class 

of Takifugu rubripes collected in Ise and Mikawa 

Bay from 1995 to 2023. The τ and p-values in the 

figures show the results of the Mann-Kendall 

test. The broken lines represent the regression 

lines. 
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Fig. 5 Comparison between the observed average 

relative condition factor (Kn) and the estimated 

Kn using a selected multiple regression model 

for Takifugu rubripes collected in Ise and Mikawa 
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ては不明であり，今後明らかにする必要がある。 

 重回帰分析の結果から，トラフグ加入量は平均相対肥

満度の変動に対して負の影響を与え，標準化偏回帰係数

の絶対値から夏の TP と同程度の影響を目的変数に与え

ていることが明らかになった。伊勢・三河湾系群のトラ

フグは卓越年級群が不定期に発生することで，加入尾数

が 3～120 万尾と大規模に変動し，１７，１８）卓越年級群が

発生した際には密度効果により 1 歳時点の全長の小型化

がみられる。２８）加入尾数が 100 万尾以上であった 1999

年と 2001 年では平均相対肥満度が大きく低下しており

（Fig. 3，Fig. 4），卓越年級群が加入する年には成長の

低下だけではなく，肥満度も低下することが明らかとな

った。本研究で対象とした 9～11 月は成長量の大きい時

期だが，加入が多い年には平均相対肥満度が大きく低下

しており（Fig. 3，Fig. 4），加入してきた年級群全体で

栄養状態が悪かったと推測される。トラフグ養殖におけ

る成長は，同じ収容密度の場合，給餌量の多い方が良い

と報告されている。２９）従って，卓越年級群が発生した年

には，資源密度が高く，種内での餌料を巡る競争が激し

くなり，1 歳時点での小型化は，栄養状態の悪化が影響し

ていることが示唆される。 

一方，2010 年以降で加入尾数が比較的多い 2023 年（天

然魚加入尾数：約 12 万尾）の加入尾数は，1999 年及び

2001 年と比べると少ないが，１８）当歳と推定される 20～

29.9 cm の平均相対肥満度が 0.93 と低い（Fig. 4）。

Kamimura et al.（2022）３０）は，マイワシ Sardinops 

melanostictusの資源が高水準だった 1970～1980年代と

2010 年代での平均体長と成長を比較し，2010 年代では餌

の現存量が低下したことで，1970～1980 代より強い密度

効果がみられたことを報告している。トラフグにおいて

も，伊勢・三河湾の餌生物が減少したことで，限られた

餌料を巡る種内競争によって密度効果が働く加入量の水

準が過去と比べて低下していると考えられる。また，マ

サバ Scomber japonicus では，種内だけでなく，マイワ

シとの餌料を巡る種間競争も肥満度や成長が低下する要

因とされる。３１）近年の伊勢・三河湾では，餌生物の分布

の湾北部への北偏と外海の餌料の減少によって，これま

で外海が主たる分布域だったマダイ Pagrus major やヒ

ラメ Paralichthys olivaceus 等の大型魚類が湾内へ索

餌回遊のため来遊している。２７）マダイは，伊勢湾におい

てシャコやカニ等の小型甲殻類，ヒラメはハゼ類やカタ

クチイワシ等の魚類を捕食している２７）ことから，トラフ

グと同様の餌生物を利用しており，種内での競争だけで

なく，種間での餌料を巡る競争もトラフグの肥満度の低

下に影響している可能性がある。今後は，これら大型魚

類と餌生物の被捕食関係，捕食量を定量的に把握し，被

捕食関係と資源形成の関連を詳細に検討していく必要が

ある。 

日向灘のマダイでは，水温上昇による代謝の増加が長

期的な肥満度の低下要因の一つと考えられている。３２）し

かし，本研究の重回帰分析において水温は，説明変数に

選択されなかった。本研究では，説明変数を 3 変数とし

た場合も予備的に検討しており，その場合には本研究の

結果で選択された 2 変数に加えて，秋の内湾水温が選択

されたが，AIC は−125.0と 2変数の場合より高くなり（2

変数では −124.5が最小），かつ標準偏回帰係数は−0.0149

（p = 0.16）と有意ではないことを確認した。以上の点

は，現状では水温は肥満度の変動に大きく寄与していな

いことを示唆する。高井ら（1959）３３）は，飼育実験から

全長 30 cm 前後のトラフグの適水温が 16～23 ℃である

と報告している。本研究で説明変数に用いた伊勢湾の水

深 30 m における平均水温は，18.2～22.5 ℃で生息適水

温の範囲内であったため，肥満度への影響は限定的であ

ったと考えられる。しかし，伊勢湾及び三河湾の水温は

上昇傾向３４，３５）にあり，今後も水温上昇が継続すれば，

トラフグの基礎代謝の増大によるエネルギー収支の悪化

による更なる肥満度の低下，または餌生物への資源減少

に作用する可能性もあり注視が必要であると考えられる。 

 マアナゴやシャコでは，肥満度低下に伴う活力低下が

資源の減少に影響している。８，９）さらに三河湾のアサリ

においても，基礎生産の低下に伴う長期的な肥満度や浮

遊幼生密度の低下，また密度効果の激化による再生産へ

の影響が指摘されている。２２）マダイでは，産卵親魚の肥

満度が子世代にあたる 1 歳魚の加入量に影響しており，

親世代の栄養状態が子世代の生残に影響する。３２）これら

のことから，トラフグにおいても肥満度の低下が生残や

成熟へ及ぼす影響が懸念される。一方で，本系群におけ

る数量的な資源管理においては，リアルタイムでの加入

量の把握により順応的な漁獲管理ができる可能性がある。

すなわち，適切な漁獲による密度調整は肥満度の増加や

その後の成長，生残を高めることができるため，これら

についても検討が必要である。また，トラフグ伊勢・三

河湾系群では近年，親魚量が増加傾向であるにも関わら

ず，加入量が低迷している。１８）また，卓越年級群の発生

頻度や規模も 1990 年代と比べて低下しており，１８）成熟

や産卵状況を調査し，肥満度の低下による再生産への影

響を把握する必要がある。物理環境と加入成否の関連だ

けでなく，３６）餌資源量や加入量が及ぼす親魚の肥満度が

卵質や若齢期における自然死亡率への影響をより詳細に

把握していく必要もある。 
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 肥満度は，生物学的な側面だけでなく，水産物として

の品質においても重要な要素である。全国的なトラフグ

を取り巻く環境をみると，トラフグの漁獲量は，主力で

あった西日本で低迷し，３７）東日本太平洋岸で増加傾向３８）

となっている。また，養殖物や輸入物の流通量の増加３９）

に加えて，社会情勢の変化から消費構造が変化し，高級

な飲食店等でのトラフグの消費量が減少している。４０）こ

れら天然トラフグを取り巻く環境が変化する中で肥満度

の低下が継続すれば，品質劣化による単価の下落等によ

り漁業者の収入においても負の影響を与えることが懸念

される。肥満度が低い個体については，一定期間畜養し

て太らせた上で出荷する等の水揚げ方法の工夫について

も検討が必要であろう。 

本研究から内湾の栄養塩類の低下に伴う餌生物量の減

少が，これまで明らかとなっていたシャコ８）やマアナゴ９）だ

けでなくトラフグにも影響していることが示唆された。

これにより，いわゆる貧栄養化はノリの色落ちやアサリ

資源の減少といった低次の沿岸生態系のみならず，高次

分類群や沖合域までを含めた生態系全体に影響を及ぼし

ている可能性が強く示唆される。また，摂餌状況と肥満

度は密接に関係していると考えるが，本海域における食

性については，時期や対象とした体サイズが限られるこ

とから，今後は本種の食性に関する情報を経年的に蓄積

し，肥満度との関係を明らかにする必要がある。 

 

要  約 

 伊勢・三河湾で 1995～2024 年の秋に採集された全長

13.3～58.0 cm のトラフグ（n = 3,314）を用いて，肥満

度の長期変動と変動に及ぼす要因を検討した。肥満度は

長期的に有意な低下傾向で，全長階級が大きいほど低下

が顕著であった。重回帰分析から，肥満度の変動には夏

の全リンとトラフグ加入量が関与していると推定された。

伊勢・三河湾の全リンは長期的に減少しており，夏の基

礎生産の低下に伴う餌生物を減少が，肥満度の低下に関

連することが示唆される。近年のトラフグ加入量は，過

去と比べて少ないが，餌料生物の減少により密度依存的

な肥満度への影響がみられる加入量の水準が低下してい

ると推測される。 
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